日時：平成20年6月30日（月）19:15-21:30
場所：みえ市民活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 交流ｽﾍﾟｰｽ6･7･8
平成20年度　第１回 みえ若者就労支援ネットワーク会議　議事要録

【　出　席　者　】（３０名）
市民ネットワークすずかのぶどう　　　佐藤
フルキャスト　　　　　　　　　　　　加藤、中川

グローバルブレイン　　　　　　　　　佐々木

津市ＮＰＯサポートセンター　　　　　岩脇
いせコンビニネット　　　　　　　　　浦田
伊賀市社会福祉協議会　　　　　　　　一見
三重大学人文学部　　　　　　　　　　石阪、上野、佐藤、マウイ
三重県若者自立支援センター　　　　　宇佐美、紙谷、嶋田、濱條

三重県生活部男女共同参画・ＮＰＯ室　堀木
おしごと広場みえ　　　　　　　　　　石崎、平岩
三重県こころの健康センター　　　　　江場
若者就業サポートステーション・みえ　浅井、金田、中川
　　県教委キャリアコーディネーター　　　萩原

　　ユナイテッドワークス　　　　　　　　北川
ＮＰＯ寺子屋プロジェクト　　　　　　井上、大塚、白尾、戸上、馬場、福島
【　配　布　資　料　】
（資料１）第１回 みえ若者就労支援ネットワーク会議 事項書
（資料２）三重県 勤労・雇用支援室 若年者自立支援担当 事業資料
（資料３）発表内容シート（若者就業サポートステーション・みえ）
（資料４）発表内容シート（おしごと広場みえ）
（資料５）若者就業サポートステーション・みえ 利用状況表
（資料６）若者就業サポートステーション・みえ パンフレット、出張相談会場案内
（資料７）おしごと広場みえ パンフレット
（資料８）いせ若者就業サポートステーション パンフレット
（資料９）市民活動・ボランティアニュース 2008年７月号
１．自己紹介
　○出席者各自が自己紹介。
　○ＮＰＯ寺子屋プロジェクト・井上より、ネットワーク会議の経緯について説明。
２．平成20年度事業の説明
（１）三重県の若者自立支援事業について（勤労・雇用支援室 若年者自立支援担当）
　○厚生労働省・若者就業サポートステーション事業について説明。

・伊勢が受託。伊賀は落選も、来年度の受託を目指す。
　○資料２に基づき、平成20年度事業の概要について、主に次の点を説明。
・若者就労支援ネットワークの拡充

・アウトリーチ事業（親向けセミナーおよび講演会（８月下旬予定）の実施）

・地域におけるユースサポーター、ユースアドバイザーの養成、活動の充実

・高等学校との連携（中途退学者のサポート）

（２）平成20年度ニートサポート事業について（ＮＰＯ寺子屋プロジェクト）
　○実施事業内容を説明。
・若者就労支援ネットワークの運営・拡充

・親向けセミナー（３回）の開催

・講演会（８月下旬予定）の報告書作成

３．ネットワークの運営について
　○ＮＰＯ寺子屋プロジェクト・井上より、次の４点について説明。

①年間目標

　・地域（市町）ごとのネットワーク形成・強化を促進する。

・会議の参加者同士で情報交流を行い、それに基づいて、連携や想い・知識の共有、今後の取り組みの改善を図る。

②運営形態

　・勤労・雇用支援室 若年者自立支援担当とＮＰＯ寺子屋プロジェクトが事務局として方針を提示する。それをたたき台に、運営委員会が方針を決定する。その内容をネットワーク会議にて確認、検討する。
③運営委員会

　・運営委員会メンバーは、昨年と同様。
④年間スケジュールについて説明

　・事項書記載の通り。
【質疑応答】
Ｑ．市町単位でネットワークを「実際に構築する」ことを年間目標とするのか。
Ａ．実際に、構築できるに越したことはないものの、ネットワーク構築には様々な課題が存在すると考えられるため、本年度事業では、「いかにしてネットワークを構築するか」を勉強しながら進めることを狙いとする。

　　なお、構築したネットワークで何を、どのように議論していくかが次の課題となる。
４．団体発表とそれに基づく議論
（１）「若者就業サポートステーション・みえ」団体発表
　○中川さん、浅井さんより、資料３に基づいて説明。
（２）「おしごと広場みえ」団体発表
　○石崎さんより、資料４に基づいて説明。
（３）発表者ごとに議論
①若者就業サポートステーション・みえ 中川さん、浅井さんを囲んで

<働く意思はあるが働くことが難しい人について>

　・自分の状況について判断出来ない人もいるので、精神障害者の支援機関と連携してはどうか。

　・サポートステーション（以下サポステ）は対象者の「働きたい」気持ちを優先して支援する道もあるのではないか。

<サポステのあり方について>

　・最も多い対象者のタイプは、27歳前後で、同じ職場で何年かがんばって働いてみるものの、結局退職するということを繰り返している人である。

　・メンタルクリニックに通いながらサポステに来所する人もいる。発達障害を抱えている人も多い。

　・対象者には一定の共通項があるのではないか。就職を希望しているが、就職までに時間がかかりそうな人が多いのではないか。

　・次の一歩を自分で決めるまでの時間を過ごせる場所として機能しているのではないか。

　・利用者の相談に乗るにあたって、スタッフ間で共有しているルールがある。それをマニュアル化してはどうか。

<就労体験に関わることについて>

・サポステの利用者はアルバイトから就労を始めたい人が多い。

・サポステが対象者を34歳までに絞っていることによって、就労体験の対象としたい人が集まりやすい状況になっている。

・34歳を過ぎていたらサポステを利用できないと諦めてしまう当事者もいるのではないか。

<企業との協力について>

・ジョブコーチ付きの派遣労働があるとよいのではないか。

・自立支援のノウハウや事例を企業と共有したい。

・若者就労支援に興味をもつ、派遣会社ではない企業とも連携できるとよいのではないか。

・サポステに人を集めるために、営業所のカウンターにサポステのコーヒーチケットとチラシを置くといった協力もできる。

②おしごと広場みえ 石崎さん、平岩さんを囲んで

<民間の就職情報誌や派遣会社との役割の違いについて>

　・民間の就職情報誌や派遣会社と競合するという意識はなく、そうした民間ができない支援を行う機関だと認識している。

　・ただし、民間会社のように求人開拓ができれば、取り組みがより円滑に進むのではないかと考えている。
<就職支援者に対するフォローについて>

　・就職支援者の定着率や再来所率については注目すべきと理解している。

　・就職相談に来た人には、就職後にも相談に来て構わないことを伝えている。
　・ハローワーク求人を利用しに来た人には、そうしたフォローはしづらいものの、ハローワークのデータを分析することで就職後の行動を把握することは可能である。
<引きこもりの人へのアプローチについて>

　・担当者が高校へ出張し、訪問サポートを行えるよう、高校と三重県若者自立支援センターとの連携を進めるのは、今年度の重点事業の一つである。

　・ただし、高校中退者の動向については、高校としても情報をつかみづらい状況にある。
・なお、国として、保護者からの依頼があれば訪問サポートが可能になるような体制作りが進められており、亀山市では、内閣府の「地域における若者支援のための体制整備モデル事業」によりそうした体制づくりを準備中とのことである。
<いわゆる「ネットカフェ難民」について>

　・三重県ではいわゆる「ネットカフェ難民」は存在しない。むしろ、「パラサイト型」の引きこもりの問題が深刻である。

<おしごと広場みえの利用状況等について>

　・キャリアカウンセリング（50分/回）は、１カ月あたり30人・50～60件の利用がある。

　・「適性診断」の結果は、利用者との話題、利用者の傾向を把握するツールとして活用している。
　・利用者が挙げる悩みとして最大のものは、「コミュニケーション」に関することである。例えば、「他人とのコミュニケーション能力の低さ」や「友達がいないこと」を挙げる利用者が多い。とはいっても、実際には、一定以上のコミュニケーション能力を有している利用者が大半である。
　・相談は、基本的に面談で行う。それは、文面では、お互いの真意が伝わりにくいからである。ただし、相談のとっかかりとして、メール等を活用することも検討の余地はあるかもしれない。

５．その他、次回予定について
○第２回会議の日程調整表の提出を依頼。
以 上


